
2001年11月、座間味村内の阿嘉島と慶留間島の全

てのダイビング事業者(計17)が参加して「あか・げ

るまダイビング協会」が誕生した。その主な目的は、

１. 座間味村漁協と協力して慶良間海域のサンゴ礁

の保全活動を行うこと、２. 会員の親睦、情報交換、

技術、資質および事業の向上を図り、経済的、社会

的地位を高めること、３. 会員の持つ知識、経験、

情報を積極的に運用・活用し、地域貢献、啓蒙活動

を行うことにある。このような協会の活動に阿嘉島

臨海研究所もアドバイザーとして協力している。そ

してその後、座間味島でも「座間味ダイビング協会」

が設立されている。

ダイビング協会の活動としてまず行なわれたのは、

道路拡張工事のため一部埋め立てられることになっ

た慶留間島東岸のサンゴを着工前に安全な場所に移

植することであった。2002年1月、座間味村漁協、

あか・げるまダイビング協会、阿嘉島臨海研究所お

よび村内のダイバーらの手によって埋め立て予定地

のサンゴ群体は阿嘉島のニシハマとマジャノハマに

移植された。

また、座間味村では1998年から毎年一回、村内の

ボランティアダイバーを集めてリーフチェック（サ

ンゴ礁の健康度調査）を行ってきた。阿嘉島臨海研

究所もチーム科学者として毎年参加しているが、ダ

イビング協会ができたことによって、2002年のリー

フチェックはこれまでで最も多くのボランティアダ

イバーの参加をみた。

一方、2002年の慶良間列島はオニヒトデに振り回

された一年であったといえる。前年より局地的に見

つかっていたオニヒトデの集団が2002年に入って列

島全域に広がり、異常発生の状態となった。オニヒ

トデとは、主にサンゴを食べる大型のヒトデで、異

常発生すれば一帯のサンゴを全て食い尽くしてしま

う。実際、1970年代には沖縄本島周辺で異常発生し

たオニヒトデによって本島周辺のサンゴはほぼ全滅

状態となった。

座間味村ではダイビング協会を中心に、頻繁にオ

ニヒトデ駆除を行ってきた。しかし、一定海域のオ

ニヒトデを徹底的に駆除しても数週間後にはどこか

らともなく移動してきたオニヒトデによって再び大

集団となり、駆除と出現とのいたちごっこが続いた。

このような状態がテレビや新聞で頻繁に報道される

ようになり、沖縄県もオニヒトデ駆除のための緊急

予算を立てた。現在、重点保護区域を定めたり、村

外からボランティアの駆除隊を募ったりするなどし

て駆除活動を続けているが、まだまだオニヒトデは

減る様子をみせない。今後もしばらくはオニヒトデ

との戦いは続きそうである。

2002年の座間味村はサンゴ礁の保全に関して大き

な飛躍を遂げた一年であった。このような活動に際

しても日本財団からの補助金を有効に使わせて頂い

た。この場を借りて厚くお礼申し上げたい。
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阿嘉島臨海研究所の
2002年 （平成14年）
The year of 2002 at AMSL, with list of research activities by visitors and the
staff members S. Hosaka ･ H. Taniguchi

保坂 三郎
財 団 法 人 熱 帯 海 洋

生態研究振興財団理事長

谷口 洋基
阿嘉島臨海研究所

＜研究活動と訪問者＞

●主な利用者と研究課題など（敬称略）

１月 「神経伝達物質によるサンゴ幼生変態制御」服田昌之（お茶の水女子大学理学部）：阿嘉島臨海研

究所などとの共同研究（5、6月にも実施）

「Phylogenetic study of the family Favidae」深見裕伸（スミソニアン熱帯研究所）（5月にも実施）

「慶良間諸島のイシサンゴ類の分布調査」伊藤勝敏（日本写真家協会）

「Non-predator related fish mortality and scavenging model energy recycling of fish on coral

reef ecology」Tom Rassweiler ほか（Princeton University）



２月 「サンゴ移植実験」大久保奈弥（東京工業大学生命理工学研究科）：阿嘉島臨海研究所との共同研

究（４、５、６、９月にも実施）

３月 「ウミヒルモ属海草の調査」林原 毅（西海区水産研究所）

「刺胞動物からの蛍光タンバク及び色素タンパクのクローニング」宮脇敦史ほか（理化学研究所）

「カイメン由来シグナル伝達剤の探索」梅沢一夫（慶応義塾大学理工学部）

「有孔虫の定点観測および試料採集」藤田一彦（琉球大学理学部）（７月にも実施）

「ハイパースペクトルサンゴ礁シミュレート実験」山野博哉（国立環境研究所）ほか

「有孔虫の研究」八田明夫（鹿児島大学教育学部）

「亜熱帯産褐藻の分類学的研究」北山太樹（国立科学博物館）

５月 「Study on Coral Reproduction」Andrew Baird（琉球大学理学部）ほか（８月にも実施）

「サンゴの増殖技術の開発」綿貫 啓ほか（株式会社テトラ）（６、８月にも実施）

「サンゴの幼生実験」波利井佐紀（東京工業大学大学院情報理工学研究科）

「サンゴ幼生の着生に関する研究」Dirk Petersen（Rotteldam 動物園）

６月 「マリンブロックによるサンゴ類着生評価に関する研究」秋元不二雄（芙蓉海洋開発）ほか

「サンゴ修復技術についての情報交換」Andrew Heyward（オーストラリア国立海洋科学研究所）

（８月にも実施）

７月 「琉球列島におけるサンゴの分散」西川 昭（琉球大学大学院理工学研究科）

８月 「珊瑚礁生態系の多様性解析」田中 剛ほか（東京農工大学工学部）

「サンゴ礁海域における海水流動パターンの解明」灘岡和夫ほか（東京工業大学大学院情報理工学

研究科）

「サンゴ供給源及び供給経路を解明する研究」酒井一彦（琉球大学熱帯生物圏研究センター）ほか

「久場島におけるウミガメとアカマタの生態に関する研究」太田英利（琉球大学熱帯生物圏研究セ

ンター）ほか

９月 「サンゴ着生基盤適性試験」池田 穣（株式会社間組）

「イソサクラエビの系統分類学的研究」福岡弘紀（国立科学博物館）

10月 「赤土定点調査」上原睦男（株式会社 沖縄環境保全研究所）ほか

「サンゴ共生藻における遺伝子発現の研究」渡邊俊樹（東京大学海洋研究所）

11月 日本サンゴ礁学会公開シンポジウムにおいて、大森 信所長が「サンゴ礁修復を目指して」の演題

で講演。同第5回大会において、谷口洋基研究員が「造礁サンゴの種苗生産に関する研究：中間育

成のための条件検討」を、岩尾研二研究員が「造礁サンゴの着生・変態における温度および塩分の

影響」を発表。

「サンゴ礁の物理環境調査」綿貫 啓ほか（株式会社テトラ）（12月にも実施）

「サンゴ礁魚類の繁殖生態学」小北智之（九州大学大学院農学研究院）

●その他の主な来訪者（来所日順、敬称略）

齋藤幸宗（沖縄県東京事務所）、小山田久美ほか（NKK基盤技術研究所）、田中雅子（オーシャニッ

クワイルドライフソサエティ）、大光英世（文部科学省）、門田真人（東海大学相模高校）、渡嘉敷村

立渡嘉敷中学校教員・生徒、那覇市立上間小学校教員、中村征夫（株式会社スコール）ほか、慶留

間小学校教員・児童、萩原明早香（宇宙開発事業団）ほか、座間味小学校教員・児童、東京都立荻

窪高等学校教員・生徒、金本昭彦ほか（海洋プランニング）、沖縄大学 上田不二夫博士ほか学生一
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行、井上興治（財団法人沿岸開発技術研究センター）ほか、中谷三男（国立沖縄青年の家）、ビュー

ゼットサウンド大学 E. Benard 博士ほか学生一行、菅 浩伸（岡山大学教育学部）、アジア・西太

平洋海洋研究ネットワーク研修生ほか、加藤千明ほか（海洋科学技術センター）、藤原秀一（国土環

境株式会社）、山本秀一（株式会社エコー）ほか、鹿熊信一郎（財団法人亜熱帯研究所）ほか、隆島

史夫（東京水産大学）

●AMSL刊行物

「みどりいし」No. 1 3 、「アムスルだより」Nos. 5 3 ～ 5 8
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